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事業名 事業 事業まめつ

一般国道２６４号 豆津バイパス 区分 一般国道 主体 福岡県

起終点 起点：福岡県久留米市大石町 延長
ふく おかけんくるめしおおいしまち

終点：福岡県久留米市白山町 １．５ km
ふく おかけんくるめししらやままち

事業概要
久留米市内の交通混雑の解消を目的とし、延長1.5kmの4車線(暫定2車線で事業化)道路として、平成8年度
から事業着手している。
Ｈ８年度事業化 Ｓ５２年度都市計画決定 Ｈ９年度用地着手 Ｈ１４年度工事着手

（Ｈ 年度変更）
全体事業費 １４９億円 事業進捗率 ５１％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ２５，６００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ２．９ 58/143億円 410/410億円 平成１７年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 405/405億円事 業 費： 56/142
億円 走行費用減少便益： 5/ 5億円(残事業) ７．１ 維持管理費： 1/ 1

交通事故減少便益： 0/ 0億円
感度分析の結果

なし
事業の効果等
円滑なモビリティの確保、都市の再生 他２項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
県南総合開発促進会議及び久留米広域市町村圏事務組合より、毎年早期完成の要望がなされている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
九州新幹線鹿児島ルート(平成22年度末開業予定)の久留米駅が、既存ＪＲ久留米駅に併設される予定であ
り、周辺道路の整備が必要である。事業採択以前の平成6年度の自動車交通量18,520台／日から平成11年
度の交通量19,884台／日と約１割の交通量増加となっている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成17年度末までに５１％の事業進捗の予定である。
残事業：物件１４件、用地面積3,400㎡、橋梁１橋、JR立体交差部工事、舗装工事L=1.5ｋｍ
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
ＪＲ鹿児島本線及び久大本線との立体交差工事に約５カ年を要する。九州新幹線工事も同時期に行われる
ので十分な調整を行い、事業を進捗していく。
施設の構造や工法の変更等
路床安定処理による舗装厚の薄層化、リサイクル材（再生Ａｓ、再生Ｃｒ）の使用などを行っている。今
後もＪＲ立体交差部の施工法の検討や建設発生土の有効利用などを図りコスト縮減に努めていく。
対応方針 継続
対応方針決定の理由
本路線は佐賀県東部と福岡県南地域の中核都市である久留米市を結ぶ主要幹線である。さらに第１次緊急
輸送道路ネットワークに指定されている。しかし、現道には商店や住宅等が連担しており、幅員が狭小で
カーブが連続し、交通量も多いため、交通混雑・交通事故が多発し、その機能を十分に果たせない状況に
ある。さらに、本路線は、新幹線久留米駅の併設が決定した既存久留米駅周辺の都市計画道路と一体とな
り、駅へのアクセス向上に寄与する路線である。そのため早急な改善が求められている。
事業概要図
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。




